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週 報

本日の例会 令和７年８月18日（第2120回） VOL.49  No.5

今後の
例会予定

福岡中央
ロータリークラブ

「 少しの成長から始まります

－1.01で成長、0.99で衰退－ 」

国際ロータリー第2700地区

2025-2026年度 ガバナー 濱野 良彦

「 NTT天神鉄塔（2025.7.15撮影）」

会員増強･新クラブ結成推進月間

「「PLUS」～少しの成長、そして確実な成長～ 」

2025-2026年度 福岡中央ロータリークラブ

会長 竹下 盛人 幹事 田中 明子

・8月25日(月) 新会員歓迎夜間例会（18時～アルマリアン福岡）

・9月 1日(月) 卓話 新会員自己紹介（井口正邦会員）

・9月 7日(日) 奉仕活動例会(バレーボール大会) 9時～福岡市総合体育館研修会議室

四 つ の テ ス ト

1. 真実かどうか 2. みんなに公平か

3. 好意と友情を深めるか 4. みんなのためになるかどうか

「 UNITE FOR GOOD 」

2025-2026年度 国際ロータリー会長

Francesco Arezzo

例会日…毎週月曜日 12:30～13:30 例会場･事務局…西鉄グランドホテル
TEL714-0305FAX714-0311 E-mailfukuoka-chuo-rc@wind.ocn.ne.jp HPhttp://www.fukuoka-chuo-rc.jp

卓 話

「新会員自己紹介」

福岡中央ロータリークラブ 田川真司会員
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会　員　数 53名 会　員　数 53名

出席会員 45名 出席会員 45名

ビジター他 7名 修　　正 3名

合　　計 52名 免　　除 0名

出　席　率 84.91% 修正後出席率 90.57%

前回例会 ８月4日 前々回例会 ７月28日

前週例会の記録(８月4日)

竹下 盛人会長

出席報告

会長の時間

先程11時過ぎから濱野ガバナー、森ガバナー

補佐、山田地区副幹事との懇親会を、私と田中

幹事を含め5人で行って参りました。濱野ガバ

ナーからは、今期の明確な指針をご提示頂きま

した。当クラブとしても、そのベクトルに乗じ、

今年1年の活動のPDCAを回していこうと考え

ています。皆様のご理解とご協力をお願い致し

ます。

さて、濱野ガバナーのお話を初めて伺ったのは、

5ヶ月ほど前の3/29(土)グランドハイアット

福岡での講話でございました。会長エレクトと

して次年度はこうありたいとの活動方針で「会

員力の強靭化」と言う説明で「絵」を見せてい

ただきました。ガバナー補佐、クラブ会長･幹

事、地区委員会、地区三役の腕が四方から伸び

て、夫々の手がガッチリと結ばれる、それを

-来訪者内訳-

濱野良彦ガバナー･森 陽一第5Gガバナー補佐

山田訓敬地区副幹事

福岡県立図書館 佐藤英彦さん･森部恵子さん

福岡城西RC1名･衛星クラブ1名 計 7名

・君が代 ・奉仕の理想

上野 英理也 ソング副委員長

ロータリーソング

て、夫々の手がガッチリと結ばれる、それを

ガバナーが包み込むと言う「絵」でした。

夫々の役割が、何と分かり易いんだというの

が第一印象でした。

続けて「対話」を重ねることで「思い」が気

づきに、そして「気づき」がアイディアに、

「アイディア」が「戦略」に変わると成長戦

略の手順を話されました。実はこれって、我

が社が近年取り組んでいる「イノベーション

で会社を変えよう」の具体的施策の考え方の

「根本中堂」なんです。

更にロータリーの社会的認知度向上の為のFM

放送を活用したイメージ戦略を行うと発信さ

れました。「ロータリークラブって何やって

んの？」と云う一般社会の方々の疑問に応え

る為です。つまりは「ブランド構築」です。

この2つの発信で、濱野ガバナーは企業家だ

と直感し、発信されたベクトルは間違ってな

いと腹落ちしました。

「1.01で成長0.99で衰退 少しの成長」この

メッセージに私も感銘を受け、私もクラブ運

営方針を「少しの成長、そして確実な成長」

としました。

重厚長大な組織の更なる成長の為には、イノ

ベーションによる「活性化」とブランドによ

る「差別化」が必要なことを、濱野ガバナー

はご理解されています。それを受け、当クラ

ブとしては「グリット〜やり抜く力〜」を発

揮したいと考えます。

皆様のご理解とご協力をお願い致します。

以上、会長の時間とさせて頂きます。


